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【用語解説】

◇目標値…学習指導要領に示された内容について標準的な時間を
　　　　　　　 かけて学んだ場合、設問ごとに正答できることを期待した
               児童生徒の割合。

◇正答率…個々の設問について用いる場合は、その設問に正答した
　　　　　　　児童生徒の割合。
　　　　　　　※教科総合・領域・観点などにおけるクラス・学年などの
　　　　　　　　 集団データとして用いる場合は、対象となる全設問に
　　　　　　　　 おけるその集団の正答率の平均値。

　　　　　　　※各学年ごとの結果総括において、目標値及び全国平均を
                 超えた佐伯市の数値には　　　  を施しています。



<小学校１年＞
国語 算数

＜小学校２年＞
国語 算数

国語・・・８０～９０％台の上位層が多い分布になっている。また、３０％未満の下位層が若干
　　　　　見られる。
算数・・・６０％台の層が最も多くなっており、全体的にでこぼこした分布になっている。
　　　　　３０％未満の下位層が多くなっている。

国語・・・６０％台～９０％台の層に広がった分布である。３０％未満の下位層は少ない。

算数・・・８０％台～９０％台の層が全体の中で突出し、４０％未満の層はほとんど見られない。
　　　　　良好な分布となっている。



＜小学校３年＞
国語 算数

理科

＜小学校４年＞
国語 算数

理科

国語・・・８０％台の層が最も多くなり、次いでその前
　　　　　後の層が多く見られる分布である。３０％未
　　　　　満の下位層は少ない。

算数・・・８０％台が最も多くなり、次いでその前後の
　　　　　層が多く見られる分布である。３０％未満の
　　　　　下位層が一定程度見られる。

理科・・・７０％台が最も多くなり、次いでその前後の
　　　　　層が多く見られる分布である。３０％未満の
　　　　　下位層が多くなっている。

国語・・・６０％台と８０％台の層が多く全体的にで
　　　　　こぼこした分布になっている。３０％以下の
　　　　　下位層は少ない。

算数・・・５０％台と８０％台の層が多く全体的にで
　　　　　こぼこした分布になっている。３０％未満の
　　　　　下位層が多くなっている。

理科・・・８０％台の層が多く、次いで６０％台、７０
　　　　　％台の層が多く見られる分布である。
　　　　　３０％未満の下位層が一定程度見られる。



＜小学校５年＞
国語 算数

理科

＜小学校６年＞
国語 算数

理科

国語・・・８０％台の層が突出して多く、次いで６０％
　　　　　台の層が多く見られる分布である。３０％未
　　　　　満の下位層は少ない。
　
算数・・・・５０％台の層が最も多く、次いで６０％台、
　　　　　　７０％台の中位層が多く見られる分布で
　　　　　　ある。３０％未満の下位層が多くなってい
　　　　　　る。

理科・・・・７０％台の層が最も多く、次いで６０％台
　　　　　　の中位層が多く見られる。３０％未満の下
　　　　　　位層が多くなっている。

国語・・・８０％台の層が突出して多く、次いで６０
　　　　　％台、７０％台の層が同じぐらいの割合
　　　　　で見られる。３０％未満の下位層は少ない。

算数・・・７０％台、８０％台の層が多く、次いで５０
　　　　　％台の層が多く見られる少しでこぼこした
　　　　　分布になっている。３０％未満の下位層が
　　　　　一定程度見られる。

理科・・・７０％台、次いでの８０％台の層が多く見
　　　　　られる分布になっている。３０％未満の下
　　　　　位層が一定程度見られる。



＜中学校１年＞
国語 社会

数学 理科

英語

国語・・・６０％台の層が多く、次いでその前後の層が多く見られる分布である。３０％以下の下位
　　　　　層が一定程度見られる。

社会・・・６０％台、次いで７０％台、８０％台の層が多い分布になっている。３０％未満の下位層が
　　　　　多くなっている。

数学・・・６０％台、７０％台の層が多い一方、２０％台、３０％台の層も多く二極化に近い分布に
　　　　　なっている。よって、下位層も多くなっている。

理科・・・７０％台の層が多く、ついで５０％台、６０％台、８０％台の層が多く見られるなだらかな
            分布になっている。３０％未満の下位層が一定程度見られる。

英語・・・４０％台の層が最も多く、上位層が少ない分布になっている。３０％未満の下位層が多く
　　　　　なっている。



＜中学校２年＞
国語 社会

数学 理科

英語

国語・・・７０％台、８０％台の層が多く、次いで５０％台の層が多く見られでこぼこした分布に
　　　　　なっている。３０％以下の下位層が一定程度見られる。

社会・・・４０％台、５０％台の層が多いなだらかな分布になっている。３０％未満の下位層が多く
　　　　　なっている。

数学・・・６０％台の層が多いなだらかな分布になっているが、広く一定程度の分布が見られる。
　　　　　３０％未満の下位層が多くなっている。

理科・・・５０％台の層が多く全体的になだらかな分布になっている。３０％未満の下位層が多く
　　　　　なっている。

英語・・・５０％台の層が多く、その周辺の層が多い分布になっている。３０％未満の下位層が
　　　　　多くなっている。



佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 73.3 73.5 74.6 はなしをききとる 71.0 80.0 72.7

基礎 80.3 80.0 82.8 かん字をよむ 84.8 83.3 88.6

活用 60.2 61.3 59.4 ことばの学しゅう 80.7 79.2 84.2

言葉の特徴や使い方 85.4 83.1 89.3 ものがたりをよみとる 60.7 61.7 62.4

情報の扱い方 58.6 60.0 58.1 せつめい文をよみとる 77.4 71.7 75.4

話すこと・聞くこと 55.9 65.0 57.4 きいたことをもとにはっぴょうする 33.2 42.5 34.6

書くこと 84.5 80.0 81.6 文しょうをかく 84.5 80.0 81.6

読むこと 69.0 66.7 68.9

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 81.6 79.9 82.2 20までのかず 83.8 82.9 84.6

基礎 84.9 83.5 85.9 たしざん 86.3 84.5 87.2

活用 67.5 64.3 66.0 ひきざん 72.4 70.0 71.8

数と計算 82.1 80.2 82.2 3つのかずのけいさん 87.6 85.0 86.7

図形 85.3 86.7 88.0 かたち 85.3 86.7 88.0

測定 77.0 74.0 78.2 ながさ・かさ 71.8 70.0 73.5

なんじなんじはん 84.7 80.0 85.4

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 79.7 77.7 82.0 話を聞き取る 86.5 83.3 86.1

基礎 86.0 84.0 89.3 漢字を読む 88.6 90.0 94.6

活用 69.3 67.2 69.9 漢字を書く 94.0 90.0 97.6

言葉の特徴や使い方 89.0 87.8 93.9 言葉の学習 84.6 82.5 88.5

情報の扱い方 69.3 68.3 70.5 物語を読み取る 70.4 66.7 73.5

話こと・聞くこと 62.5 66.0 62.9 説明文を読み取る 82.0 80.0 82.7

書くこと 85.8 75.0 84.7 話し合いをもとに発表する 26.2 40.0 28.2

読むこと 76.2 73.3 78.1 文章を書く 85.8 75.0 84.7

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 64.9 69.7 70.0 1000までの数 79.2 80.7 81.8

基礎 72.2 76.5 76.8 たし算 58.2 65.0 64.8

活用 40.1 46.9 47.2 ひき算 59.7 68.3 67.0

数と計算 69.9 74.2 74.9 かけ算 83.1 83.3 86.3

測定 50.3 56.7 56.1 長さ・かさ 47.7 53.3 53.4

時刻と時間 55.4 63.3 61.4

令和４年度佐伯市学力定着状況調査結果総括＜小学校１年＞
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、活用が全国平均を上回った。
〇領域別正答率は「書くこと」「読むこと」の領域で全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、「漢字をよむ」の内容において3.6ポ
イント「ことばの学しゅう」の内容において3.5ポイントの差がある。漢字を正しく
読む、正しく書くことの確実な習得、さらに、ひらがな及びかたかなの確実な習
得に向けて、各教科や家庭学習等、様々な場面での繰り返しの指導が必要で
ある。
　また、「きいたことをもとにはっぴょうする」の問題では無解答率が18.9%であ
る。尋ねたり応答したりするなどして、少人数で話し合うといった言語活動を位
置付けた国語科の授業、および、生活科や日常の活動のなかでの表現活動を
積み重ねていくことが大切である。
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、活用が全国平均を上回った。
〇領域別正答率は、すべての領域で全国平均を下回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、「ひきざん」「３つのかずのけいさ
ん」の内容で全国平均を上回った。その他の内容も全国平均と大きな差は見
られない。
しかし、「必要な要素を選び、適切な文章問題をつくる問題」（正答率34.8％・無
解答率11.9％）「テープに写し取ったドアの幅と窓の幅を間接比較する問題」
（正答率33.6％・無解答率21.5％）は、課題が残った。式や絵などの与えられた
情報を取り出し、作問して表現する（書く）力を育成する必要がある。また、児
童の生活と関連させた授業を行う中で、ながさやかさの量感を育てたり、量の
比較の方法を見出したりする機会を設定する必要がある。
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令和４年度佐伯市学力定着状況調査結果総括＜小学校2年＞
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を下回った。
○領域別正答率は、「書くこと」の領域のみ、全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、「漢字を読む」の内容において6.0
ポイントの差がある。漢字を正しく読む、正しく書くことの確実な習得に向けて、
各教科のノートや家庭学習等、様々な場面で指導したりしていくこと、繰り返し
の指導が必要である。
　また、「話し合いをもとに発表する問題」では、正答率が10.8%、無解答率が
14.7%である。尋ねたり応答したりするなどして、少人数で話し合うといった言語
活動を位置付けた国語科の授業、および、生活科や日常の活動のなかで表現
活動を行い、文を書く活動と関連させていくことが必要である。
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を下回った。
○領域別正答率は、「数と計算」「測定」の領域ともに全国平均を下回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、「ひき算」の問題で正答率に7.3ポイ
ントの差がある。「３けたｰ２けたの波及的繰り下がり」や「減法の文章問題を表
した図の理解」に課題があることから、文章問題から図に表し立式する活動を
位置付け、問題・図・式の関連を理解させる等、日常授業の中での習熟が必
要になる。
また、「結合法則を用いた計算の仕方を説明する問題」は正答率が14.4％、
「長さも加法の計算ができることを理解し、短い方の線を求める問題」は無解
答率が29.0％と課題が残った。計算を工夫することのよさを見出させ、活用さ
せていく場を多くもつ必要がある。さらに、具体的操作から量（長さ）の理解に
つないだり、量の計算と説明を結び付けたりする数学的活動の場を設定する
必要がある。
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佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 73.6 72.2 74.4
話し合いの内よ

うを聞き取る
89.4 81.7 90.8

基礎 78.1 77.6 79.7 漢字を読む 77.1 83.3 83.1

活用 64.0 60.6 63.0 漢字を書く 85.5 85.0 88.6

言葉の特徴や使い方 75.5 78.0 78.6 言葉の学習 68.4 71.3 71.6

情報の扱い方 45.6 51.7 45.9 物語の内ようを読み取る 76.3 68.3 75.3

話すこと・聞くこと 89.4 81.7 90.8
せつ明文の内
ようを読み取る

73.6 71.7 70.7

書くこと 60.1 58.3 57.9
話し合いをもと
に招待状を書く

41.7 50.0 43.0

読むこと 74.9 70.0 73.0 文章を書く 69.3 62.5 65.4

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 73.3 68.9 71.1 10000より大きい数 79.6 71.3 74.7

基礎 80.2 75.3 77.1 たし算・ひき算 83.2 80.0 80.8

活用 63.4 59.6 62.4 かけ算 68.3 65.6 66.5

数と計算 72.6 67.4 69.4 わり算 70.6 63.6 66.2

図形 75.9 73.3 75.6 円と球 75.9 73.3 75.6

測定 74.3 71.3 74.0 長さ・重さ 70.0 68.0 70.2

時こくと時間 81.5 76.7 80.3

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 64.0 63.7 64.4
身近なしぜんの

かんさつ
72.0 68.8 70.1

基礎 68.4 69.0 70.0 植物の育ち方 63.7 62.5 65.3

活用 53.8 51.1 51.2 こん虫の育ち方 71.0 72.5 73.4

物質・エネルギー 66.5 63.8 64.4
こん虫のからだ

のつくり
54.6 53.3 51.9

生命・地球 63.1 63.6 64.4 太陽と地面のようす 56.9 60.7 60.8

光のせいしつ 71.4 70.0 70.2

風やゴムのはたらき 61.6 57.5 58.7

令和４年度佐伯市学力定着状況調査結果総括＜小学校３年＞
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、活用が全国平均を上回った。
〇領域別正答率は、「書くこと」「読むこと」の領域で全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、「漢字を読む」の内容において6.0
ポイントの差がある。漢字を正しく読む、正しく書くことの確実な習得に向けて、
各教科のノートや家庭学習等、様々な場面で指導したりしていく等、繰り返しの
指導が必要である。
　また、「話し合いをもとに招待状を書く」問題では、無解答率が14.4%である。
話し合いの様子をもとに、招待状の下書きの一文を書き直すことができていな
かったので、相手や目的を意識した文章を書くといった言語活動を意図的・計
画的に行っていく必要がある。
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を上回った。
〇領域別正答率は、全ての領域で全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、７つの内容のうち６つの内容で、全
国平均を上回った。学習したことを定着させるための機会を、意図的・計画的
に設定した成果が出たといえる。
しかし、「あまりのあるわり算の計算が間違っている理由を説明する問題」（無
解答率19.6％）「２けた×１けたの乗法の答えの求め方を、位に着目して説明
する問題」（無解答率22.2％）は課題が残った。式や計算に表されたものを理
解する力や言葉・数・図・式を使って順序立てて説明する力を育成するための
活動を意図的に組み込んで習熟させていく必要がある。
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎は全国平均を下回ったが、活用は全国平均を上回っ
た。
○領域別正答率は、「物質・エネルギー」の領域で全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、「植物の育ち方」「こん虫の育ち方」
「太陽と地面のようす」内容で、全国平均を大きく下回った。中でも「太陽と地面
のようす」では3.9ポイント全国平均を下回ったがそれ以外の内容は全国平均
を上回った。
特に、「日なたの地面の温度の測り方を身に付ける」問題で、日なたの地面の
温度を温度計を使って調べる際、正しい測り方を選ぶ問題は、正答率が
39.7％と低く、目標値との差は45.3ポイントと非常に大きかった。観察や実験等
を行う際は、実験道具の正しい使い方や正しい実験方法を児童に指導し、知
識を確実に定着させる必要がある。
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佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 71.1 69.0 72.0 話し合いの内容を聞き取る 73.4 73.3 76.5

基礎 77.2 74.7 78.9 漢字を読む 97.0 90.0 96.9

活用 59.5 58.3 59.1 漢字を書く 71.7 73.3 75.6

言葉の特徴や使い方 80.3 76.8 82.8 言葉の学習 79.5 76.0 80.9

情報の扱い方 61.9 56.7 59.1 物語の内容を読み取る 66.6 66.7 66.1

我が国の言語文化 81.1 80.0 77.9 説明文の内容を読み取る 69.2 65.0 67.9

話こと・聞くこと 61.4 62.0 63.3 調べてわかったことを発表する 43.3 45.0 43.4

書くこと 57.6 55.0 58.2 文章を書く 57.6 55.0 58.2

読むこと 67.9 65.8 67.0

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 65.8 66.3 68.3 億と兆・概数の表し方 76.2 80.0 83.3

基礎 70.4 71.1 74.2 わり算 65.8 65.0 67.2

活用 55.6 55.5 55.5 小数 62.5 65.0 63.2

数と計算 66.7 67.3 69.2 計算のきまり 67.2 67.5 68.8

図形 63.0 62.5 65.4 垂直・平行と四角形 46.7 48.3 48.6

変化と関係 60.8 57.5 62.5 角の大きさ 79.2 76.7 82.2

データの活用 63.9 65.0 66.6 簡単な場合についての割合 60.8 57.5 62.5

折れ線グラフ 63.9 65.0 66.6

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 68.5 68.8 71.8 1年間の植物の成長 87.7 83.3 88.9

基礎 75.5 74.1 78.1 1年間の動物の様子 61.6 62.5 64.0

活用 49.2 54.4 54.6 天気の様子と気温 42.8 53.3 52.4

物質・エネルギー 66.4 66.0 68.9 電気のはたらき 74.3 71.3 75.4

生命・地球 69.5 70.3 73.3 動物の体のつくりと運動 78.7 77.5 80.8

月と星 73.5 74.2 77.8

物の体積と力 63.7 63.3 66.0

物の体積と温度 58.6 61.7 63.3

雨水の行方と
地面の様子

59.3 57.5 62.0

令和４年度佐伯市学力定着状況調査結果総括＜小学校4年＞
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、活用は全国平均を上回り、基礎は全国平均を下回った。
○領域別正答率は、「情報の扱い方」「我が国の言語文化」「読むこと」の領域
で、全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、「言葉の学習」の内容において3.9
ポイントの差がある。漢字の確実な習得に向けて、各教科のノートや家庭学習
等、様々な場面で指導したりしていくこと、繰り返しの指導が必要である。
　また、「文章を書く」の内容では、無解答率が11.4%である。取材メモをもとに
新聞にのせる文章を書くことができていなかったので、内容の中心を明確にし
事実を伝える文章を書くといった言語活動を位置付け、事実に基づいて自分
の考えを書く学習を積み重ねる必要がある。
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を下回った。
○領域別正答率は、全ての領域で全国平均を下回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、全ての内容で全国平均を下回っ
た。中でも「天気の様子と気温」の内容は、全国平均を9.6ポイント下回った。特
に「観察で得られた結果をもとに、根拠のある予想を立てる問題」は、正答率
が12.8％と低く、全国平均と比較しても17.4ポイント下回った。複数の情報を比
較し、わかったことから予想されことを考えるような活動を苦手とする児童が多
いので、丁寧に指導していく必要がある。また、記述の型を活用するなどして
自分の考えをわかりやすく端的に表すことができるような力をつけていくことが
大切である。
さらに、「気温をはかる条件を理解する」問題では、正答率が全国平均と比較
すると、9.8ポイント下回った。「百葉箱の中の記録温度計は地面からどれくら
いの高さになるように置かれているか」を問う問題であったが、実験道具の仕
組みや使い方等の正しい知識を定着させる必要がある。
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、活用は全国平均を上回り、基礎は全国平均を下回った。
○領域別正答率は、全ての領域で全国平均を下回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、全ての内容で全国平均を下回っ
た。中でも「億と兆・概数の表し方」が7.1ポイント下回り課題が残った。「ある位
までの概数の表し方」の正答率が低くなっているため、概数の意味や四捨五
入の方法について理解させる必要がある。
また、「小数の加法を整数の加法に直して処理する方法を説明する問題」は、
正答率12.6％、無解答率21.7％となった。「５．４は０．０１が５４０こ」等の数の
構成の理解や理解したことを基にした説明する力の習熟が必要になる。日常
の授業の中で「説明の基本形」等を作成し、児童が互いに説明し合う中で不足
部分を補っていく活動を促していくことが重要である。
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佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 74.6 69.8 72.7 話し合いの内容を聞き取る 70.2 71.7 69.8

基礎 78.6 73.9 76.6 漢字を読む 98.0 90.0 96.4

活用 65.5 60.6 64.1 漢字を書く 77.6 70.0 72.1

言葉の特徴や使い方 77.7 74.1 75.9 言葉の学習 64.5 65.0 64.9

情報の扱い方 44.4 45.0 41.7 物語の内容を読み取る 83.8 71.7 79.4

我が国の言語文化 70.3 60.0 67.4 説明文の内容を読み取る 71.1 66.7 68.9

話すこと・聞くこと 70.2 71.7 69.8 学級新聞を作る 44.7 45.0 45.2

書くこと 69.2 63.3 67.8 文章を書く 81.4 72.5 79.1

読むこと 77.4 69.2 74.2

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 59.2 60.0 60.0 整数のなかま分け 68.6 71.7 71.6

基礎 65.7 66.1 66.5 小数のかけ算・わり算 62.3 62.3 60.5

活用 42.8 44.4 43.3 分数と小数 71.4 65.0 69.0

数と計算 64.9 65.3 64.5 分数のたし算・ひき算 67.3 72.5 71.7

図形 52.6 52.1 54.4 合同 64.7 62.5 65.6

変化と関係 60.4 61.3 61.2 図形の角 47.9 50.0 50.8

データの活用 39.3 45.0 44.2 体積 47.6 46.7 49.3

単位量あたりの
大きさ，比例

60.4 61.3 61.2

平均 39.3 45.0 44.2

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 61.5 64.5 65.6 天気の変化 62.8 63.6 65.2

基礎 63.0 66.9 68.0 植物の発芽と成長 67.6 68.3 69.6

活用 57.9 58.9 60.0 魚のたんじょう 65.3 70.0 70.8

生命・地球 61.5 64.5 65.6 植物の花のつくりと実 53.4 58.8 60.5

流れる水のはたらき 62.7 66.0 66.0

けんび鏡の使い方 48.4 55.0 56.0

令和４年度佐伯市学力定着状況調査結果総括＜小学校５年＞
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を上回った。
〇領域別正答率は、全ての領域において全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、「言葉の学習」の内容で、文章中の
誤った漢字を探す問題の正答率が10.5ポイントの差である。また無解答も
16.6%である。文章のなかで、文脈に沿った漢字を適切に使うことができるよう、
漢字の確実な習得に向けて、各教科のノートや家庭学習等、様々な場面で指
導していくことが必要である。
　また、「話し合いの内容を明確にするための話し手の工夫をとらえる」問題の
正答率が、全国平均と5.9ポイントの差がある。話すこと・聞くことの学習におい
て、話し手の内容把握だけでなく、内容の構成や話し方の工夫に着目して聞く
ことの指導を行っていくことも必要である。

算数
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を下回った。
〇領域別正答率は、「数と計算」で全国平均を上回ったが、他の領域では全国
平均を下回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、「小数のかけ算・わり算」「分数と小
数」は全国平均を上回ったが、その他の内容では、全国平均を下回った。
その中でも「式が何を求めているのかを理解し、どちらの田の方がよくとれたと
いえるのかを説明する問題」（正答率15.2％・無解答率28.7％）、「平均から残り
の体長を求める問題」（正答率20.6％・無解答率34.1％）は課題が残った。式・
計算が表していることから何を求めているのかをを考える活動を組み込んでい
く必要がある。また、平均を求めるだけでなく平均を利用して数値を求める活
動を日常生活と関連させながら促すことも必要になる。
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を下回った。
〇領域別正答率は、全ての領域で全国平均を下回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、全ての内容で、全国平均を下回っ
た。特に「顕微鏡の使い方」の内容は、全国平均との差が7.6ポイントとなった。
全体的に無解答率は高くないが、「顕微鏡の倍率の求め方を理解する問題」
は、正答率が12.9％と低くなった。複数の対物レンズと、複数の接眼レンズの
中から、組み合わせた時に、最も高い倍率と最も低い倍率を求める問題であっ
たが、対物レンズと接眼レンズを掛け合わせたものが、顕微鏡の倍率になると
いう知識はあるものの、複数のレンズの中から考えられる組み合わせを想定
することができなかったことが予想される。知識を使って、応用問題にも対応で
きるような力をつけていく必要がある。
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佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 72.7 69.6 74.5 インタビューの内容を聞き取る 85.7 78.3 85.9

基礎 76.4 74.1 78.4 漢字を読む 95.5 90.0 96.7

活用 65.7 61.1 67.3 漢字を書く 69.1 66.7 69.7

言葉の特徴や使い方 77.5 74.5 80.2 言葉の学習 72.4 72.0 77.4

情報の扱い方 26.0 35.0 29.7 物語の内容を読み取る 75.0 71.7 76.3

我が国の言語文化 83.2 80.0 82.6 説明文の内容を読み取る 46.2 50.0 47.5

話すこと・聞くこと 85.7 78.3 85.9 報告文を書く 56.3 55.0 60.4

書くこと 68.8 63.3 70.4 文章を書く 75.1 67.5 75.4

読むこと 60.6 60.8 61.9

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 71.2 68.8 71.6 分数のかけ算・わり算 75.4 72.3 74.8

基礎 75.0 72.8 75.3 文字と式 71.7 66.7 73.4

活用 61.5 58.3 61.9 拡大図と縮図 60.5 60.0 62.4

数と計算 74.8 71.4 74.6 対称な形 77.4 76.3 79.6

図形 73.2 71.0 73.9 面積と体積 90.3 82.5 85.8

変化と関係 50.2 51.3 52.0 比と比の値 50.2 51.3 52.0

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 67.3 66.5 70.0 物の燃え方 78.1 76.3 82.6

基礎 70.3 69.5 72.1
動物の体のつく

りとはたらき
67.0 68.3 69.4

活用 61.2 60.5 65.9
植物のつくりと

はたらき
64.2 58.0 63.3

物質・エネルギー 78.1 76.3 82.6 生物と環境 70.0 70.0 74.5

生命・地球 65.6 65.0 68.1 月と太陽 52.7 56.3 55.8

大地のつくりと変化 70.2 69.2 73.6

令和４年度佐伯市学力定着状況調査結果総括＜小学校６年＞
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎・活用ともに全国平均を下回った。
○領域別正答率は、「我が国の言語文化」は全国平均を上回ったが、その他
の領域では全国平均を下回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、「言葉の学習」の内容において5.0
ポイントの差がある。中でも、敬語の問題において正答率が45.4%であった。相
手や場面に応じて言葉を選んだり、適切に使い分けたりすることができるよう、
日常生活の様々な場面で指導していくことが必要がある。
　また、「報告文を書く」問題で無解答率が10.5%である。与えられた条件（２つ
の資料をもとにして書く、30字以上40字以内で書く）に沿って、複数の資料から
必要な情報を取り出し、それらを関連付け、目的に応じた文章を書くといった言
語活動を位置付け、表現力を高める指導を意図的・計画的に行っていく必要
がある。
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を下回った。
○領域別正答率は、全ての領域で全国平均を下回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、「植物のつくりとはたらき」の内容は
全国平均を上回ったが、他の内容は全国平均を下回った。
「動物のからだのつくりとはたらき」の内容で、「消化について理解している」問
題の無解答率が13％と高く、正答率も58.4％と低かった。食べ物がからだに吸
収されやすいものに変えられるはたらきを何というか記述する問題であった
が、「消化」という理科用語が知識として定着されていなかったと考えられる。
また、「月と太陽」の内容で「月の動き方について理解する」問題では正答率が
21.7％と低かった。月の観察を行う際は、方位磁針の正しい使い方を理解し、
月の動きを方位に着目して観察する必要がある。
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を下回った。
○領域別正答率は、「数と計算」で全国平均を上回り、その他の領域では全国
平均を下回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、「分数のかけ算・わり算」「面積と体
積」で全国平均を上回ったが、その他の内容は全国平均を下回った。
全体的に無解答率は低かったが、「基準値を求め、どちらが何個多いのかの
求め方を説明する問題」は、正答率44.7％、無解答率13.4％と課題が残った。
割合が分数の場合において、問題場面を理解するために図などを用いた活動
を促し、立式につなぐ必要がある。さらに、考えや方法を説明するために、「ど
のような順序でどのような内容を盛り込むのか」等を念頭に活動させ、書いて
表現する力を付けていく必要がある。
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佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 63.6 55.8 59.0 話し合いの内容を聞き取る 70.2 66.7 67.8

基礎 70.7 61.8 65.7 漢字を読む 69.7 63.3 65.1

活用 50.1 44.4 46.3 漢字を書く 78.3 70.0 76.9

言葉の特徴や使い方 68.3 60.6 64.3 文法・語句に関する事項 58.3 48.8 51.7

情報の扱い方 48.9 43.3 46.4 説明文の内容を読み取る 56.7 48.3 52.5

我が国の言語文化 61.9 50.0 53.8 文学作品の内容を読み取る 61.5 56.7 59.9

話すこと・聞くこと 61.9 57.5 60.0 職場体験の話を聞く 53.6 48.3 52.1

書くこと 62.5 48.8 51.2 文章を書く 62.5 48.8 51.2

読むこと 59.1 52.5 56.2

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 62.5 60.3 61.5 世界の姿 65.2 61.3 62.8

基礎 67.5 64.8 65.3 日本の姿 57.3 58.8 57.4

活用 48.9 48.1 51.0
世界各地の人々の生活
と環境

67.5 60.0 62.4

地理 62.4 60.0 60.2 世界の諸地域 61.0 60.0 58.8

歴史 62.7 60.7 62.8 古墳時代まで 67.1 64.3 66.9

飛鳥時代～平安時代 58.8 57.5 59.2

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 54.5 52.1 49.5 正の数・負の数 67.7 64.3 63.2

基礎 63.9 58.8 58.9 文字式 39.9 37.0 33.0

活用 30.9 35.6 26.2 １次方程式 53.9 52.5 50.6

数と式 55.4 52.8 50.6 比例・反比例 52.9 51.0 47.6

関数 52.9 51.0 47.6

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 63.6 56.0 56.9 植物の分類 60.1 49.3 49.4

基礎 62.2 56.2 55.4 動物の分類 71.3 58.8 61.8

活用 67.2 55.6 60.9 身の回りの物質とその性質 71.2 60.0 59.6

エネルギー 38.2 38.8 36.5 気体の性質 65.1 58.3 64.6

粒子 70.3 63.6 65.1 水溶液の性質 68.2 60.0 60.3

生命 64.2 52.7 53.9 物質の状態変化 75.8 73.8 74.5

光の性質 38.2 38.8 36.5

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 54.2 54.0 51.4 リスニング（内容理解） 77.5 80.0 82.6

基礎 57.0 56.1 54.2 リスニング（対話文の応答） 48.2 50.0 46.0

活用 47.2 48.9 44.6 リスニング（さまざまな英文の聞き取り） 94.8 85.0 93.6

聞くこと 65.0 65.6 65.7 語形・語法の知識・理解 50.4 55.0 49.8

読むこと 51.0 51.4 48.5 語彙の知識・理解 78.7 67.5 74.6

書くこと 49.6 47.8 43.4 さまざまな英文の読み取り 41.6 45.0 40.3

長文の読み取り 47.0 46.3 42.3

単語の並べ替えによる英作文 52.6 46.3 43.7

場面に応じて書く英作文 19.8 25.0 15.1

３文以上の英作文 65.4 65.0 61.9

令和４年度佐伯市学力定着状況調査結果総括＜中学校１年＞

国語
教
科
の
正
答
率

問
題
の
内
容
別
正
答
率

＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を上回った。
○領域別正答率は、全ての領域で全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、全ての内容で全国平均を
上回った。「話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結びつ
けて考えをまとめる問題」と「情報と情報のとの関係について理解し、
必要に応じて質問しながら話の内容を捉える問題」の無解答率が高
かった（18.7％・19.9％）。計画的に情報と情報の関係について理解を
して文章の構成を考えたり、根拠を明らかにしながら自分の考えが伝
わるように文章を書く活動の充実を図る必要がある。
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を上回ったものの活
用は目標値を下回った。
○領域別正答率は、全ての領域で全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、すべての内容で全国平均
を上回った。問題別では「文章問題を解くための方程式を立式する問
題」で目標値を14.1ポイント下回った。文章問題から立式する場面で
は、図や表、言葉など多様な表現ができることを確認しながら式の意
味を考えさせ、正確に立式できる力を身に付けさせる必要がある。ま
た、「正三角形の個数からコインの個数を求める式について説明する」
問題で目標値を20.8ポイント下回った。成り立つ性質を生徒が見出す
活動を充実させ、数学的な表現を用いて説明し合う場面取り入れてい
く必要がある。
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎は全国平均を上回ったが活用は下回った。
○領域別正答率は、地理は全国平均を上回ったが歴史は下回った。

＜課題と対策＞
〇問題の内容別に全国平均と比較すると、日本の姿及び飛鳥時代～
平安時代以外の内容は全国平均を上回った。問題別では「東南アジ
アの経済発展についての理解をもとに資料を読み取る問題」で全国の
正答率を9.4ポイント下回わり、「日本と東アジアの関わりについての
理解をもとに、複数の地図を読み取る問題」では全国の正答率を3.5
ポイント下回った。
地理的分野の学習においては、分布図や円グラフ、帯グラフなど様々
な形式の資料から情報を取り出してまとめる練習をしたり、歴史的分
野の学習においては、歴史の出来事と地図を結び付けて考える学習
を取り入れ、既習内容と資料を結び付けて考察する場面を増やす必
要がある。
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〈結果概要〉
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を上回った。
○領域別正答率は、「聞くこと」の領域は全国平均を下回ったが、他の
２つの領域では全国平均を上回った。

〈課題と対策〉
○問題の内容別に全国平均と比較すると、「リスニング（内容理解）」
以外の内容は全国平均を上回った。
リスニング問題については、「対話の内容を聞き、資料をもとに英語で
答える問題」では無解答率が３８％を超えた。授業者と生徒、生徒と生
徒が対話をしながら既習事項の復習や新出文法の習得をを行う指導
の充実を図る必要がある。また対話練習から読む活動、書く活動につ
なげる等、複数の領域を関連づける総合的な指導を行う必要がある。
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに目標値、全国平均を上回った。
○領域別正答率は、粒子、生命の領域で目標値と全国平均を上回っ
た。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に見ると、7つの内容のうち6つは目標値、全国平均
値を上回り、概ね良好な結果となった。小問ごとに見ると、「光が目に
届くまでの道筋を表す」作図問題の正答率が低く、光の反射における
規則性と図で表現することとの関連についての理解が今一歩だった。
しかし、説明を記述する問題の正答率は全て目標値、全国平均値を
上回っており、根拠をもとに説明することの課題について改善が見ら
れた。今後も、実験結果をもとにした考察やモデル等を活用して実際
の現象を説明する活動を行うことや、理科で学んだことが日常生活や
社会でどのように活用されているか等について扱う指導の充実を図る
必要がある。
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佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 69.8 64.3 68.5 話の内容を聞き取る 74.6 66.7 72.3

基礎 75.5 70.0 74.9 漢字を読む 88.3 83.3 89.8

活用 58.5 52.8 55.6 漢字を書く 67.9 63.3 67.4

言葉の特徴や使い方 77.8 73.9 79.9 文法・語句に関する事項 83.0 79.0 86.2

情報の扱い方 52.5 47.5 51.8 説明文の内容を読み取る 55.2 48.3 50.1

我が国の言語文化 91.9 85.0 91.7 文学作品の内容を読み取る 60.8 58.3 60.5

話すこと・聞くこと 74.6 66.7 72.3 調べたことをもとに書く 52.1 50.0 53.0

書くこと 61.5 54.3 56.8 文章を書く 68.5 57.5 59.7

読むこと 58.0 53.3 55.3

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 53.2 50.2 48.7
日本の地域的特色と地
域区分

54.4 52.5 52.1

基礎 58.4 54.5 53.6 日本の諸地域 64.4 57.9 55.6

活用 42.9 41.5 38.9
ヨーロッパ人との出会いと全
国統一 48.2 45.7 44.0

地理 59.1 55.0 53.8 江戸時代 46.6 45.0 43.3

歴史 47.3 45.3 43.6

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 52.6 53.3 50.5 式の計算 44.6 45.6 39.5

基礎 59.0 58.2 57.3 連立方程式 53.6 56.0 52.8

活用 32.4 38.1 29.6 １次関数 52.7 50.8 49.6

数と式 48.1 49.6 44.6 図形の性質 62.7 68.8 66.6

図形 60.7 65.0 63.3 証明 58.1 60.0 59.0

関数 52.7 50.8 49.6

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 55.4 50.0 51.3 物質の成り立ち 59.0 57.5 59.9

基礎 59.3 53.0 54.8 化学変化 48.5 43.8 42.0

活用 42.2 40.0 40.0 化学変化と物質の質量 41.0 40.0 39.8

エネルギー 63.3 53.8 56.6 生物と細胞 62.1 47.5 48.1

粒子 49.5 47.1 47.2
植物のからだのつくりと
はたらき

63.4 55.8 58.2

生命 58.1 51.4 53.3
動物のからだのつくりと
はたらき

51.4 48.3 50.2

電流の性質 63.3 53.8 56.6

佐伯市 目標値 全国平均 佐伯市 目標値 全国平均

全体 53.9 54.2 54.2 リスニング（内容理解） 83.2 76.7 82.2

基礎 56.7 57.3 56.8 リスニング（対話文の応答） 64.1 62.5 63.3

活用 47.8 47.5 48.6 リスニング（さまざまな英文の聞き取り） 60.9 55.0 62.0

聞くこと 69.8 65.6 69.3 語形・語法の知識・理解 63.8 62.5 63.6

読むこと 53.5 53.6 53.9 語彙の知識・理解 64.6 55.0 56.1

書くこと 38.7 43.9 39.7 さまざまな英文の読み取り 45.0 47.5 46.0

長文の読み取り 46.3 50.0 51.1

単語の並べ替えによる英作文 46.6 46.3 44.3

場面に応じて書く英作文 12.2 25.0 12.4

３文以上の英作文 45.7 53.3 51.8

令和４年度佐伯市学力定着状況調査結果総括＜中学校２年＞
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を上回った。
○領域別正答率は、「言葉の特徴や使い方」の領域で全国平均を下
回ったが、他の領域では全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、８つの領域の中で、５つの
領域の正答率は全国平均を上回ったが、「漢字を読む」「文法・語句に
関する事項」「調べたことについて書く」領域については、全国平均を
上回ることができなかった。特に「情報と情報のとの関係について理
解し、読み手からの助言を踏まえ、自分の文章の改善点を見出す問
題」の無解答率が高かった（19.9％）　。各情報の関係を理解するため
に、整理をする活動や自分の考えが明確になるように話の構成を工
夫する活動を充実させる必要がある。
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎は全国平均を上回ったが活用は目標値を
下回った。
○領域別正答率は、すべて領域で全国平均を上回ったが数と式及び
図形は目標値を下回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、1次関数のみ全国平均及
び目標値を上回った。問題別では「与えられた文章問題に対して、適
切な連立方程式を立式する問題」で目標値を14.2ポイント下回った。
立式が苦手な生徒でもわかるように問題文に沿って言葉を文字に置
き換える指導を丁寧に行う必要がある。また、「特定の条件について
グラフを用いて求める方法について説明する問題」で全国の正答率を
5.0ポイント、目標値を19.7ポイント下回った。条件に沿ってグラフから
読み取ったことを表現させ、生徒同士で検証し、捕捉し合うような授業
展開を設定する必要がある。
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＜結果概況＞
〇教科の正答率は、基礎・活用ともに全国平均を上回った。
〇領域別正答率は、すべての領域で全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に全国平均と比較すると、すべての内容で全国平均
を上回った。問題別では「ローマ教皇」についての理解を問う問題で
全国の正答率を7.1ポイント下回った。外国の歴史を学ぶ際、国内の
歴史的事象と関連付けて捉えさせ、より確実に定着させていく必要が
ある。また、歴史的事象と複数の資料に着目して考察したり、表現す
る問題の正答率が低い傾向が見られた。複数の資料から情報を取り
出し、表などに整理し、比較・分類したりしたりして共通点をつかみ、表
現する場面を意図的に設定していく必要がある。
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を下回った。
○領域別正答率は、「聞くこと」の領域のみ全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に見ると、１０の内容のうち５つは全国平均値を上
回ったが、「リスニング（さまざまな英文の読み取り）」、「さまざまな英
文の読み取り」、「長文の読み取り」、「場面に応じて書く英作文」「３文
以上の英作文」は全国平均値を上回ることができなかった。特に、「対
話の流れに合った英文を、相手に伝わるように書く問題」については
無解答率が高かった（38.4%)。まとまった英文を読んで概要や要点を
把握し、書く活動につなげていく等の複数の領域を関連づける活動を
充実させ、計画的・継続的に指導していく必要がある。
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＜結果概況＞
○教科の正答率は、基礎、活用ともに全国平均を上回った。
○領域別正答率は、全ての領域で全国平均を上回った。

＜課題と対策＞
○問題の内容別に見ると、物質の成り立ちを除く6つの内容において
目標値、全国平均値を上回り、概ね良好な結果となった。小問ごとに
見ると、「実験の予想を確かめるための測定値の取り方を構想し、説
明する問題」や、「デンプンが含まれていなかったと言える理由を説明
する問題」において無解答率が高かった（30.6%、22.0%）ものの、説明
を記述する問題の正答率は全て目標値、全国平均値を上回ってお
り、根拠をもとに説明することの課題について改善が見られた。しか
し、化学反応式の誤りを修正する問題や分子の様子をモデルで表す
問題では目標値を下回っており、実験結果から考察を丁寧に行い、文
章で記述したりモデルを使って説明したりすることや、仮説を基にした
実験の構想を行うなどの活動を充実させていく必要がある。
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